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1,ｾｯﾄ内容 
 

① 脱臭剤噴霧装置本体((11)脱臭剤吸上ﾎｰｽ(別途付属))・・・・1 台 

((11)脱臭剤吸上ﾎｰｽは、①脱臭剤噴霧装置本体にｾｯﾄしていません) 

② ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ(両面ｼｰﾄ付は⑥の中に有)・・・・・・・・・・・・1 ｾｯﾄ 

③ 電気配線ｺｰﾄﾞ(20m)・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 本 

④ 20ℓﾎﾟﾘﾀﾝｸ(水専用)・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 個 

⑤ 脱臭剤原液(1ℓ)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 本 

⑥ その他組立用品 

⑥ -1 28mm ﾎﾙｿｰ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 個 

⑥ -2 ｸﾞﾛﾒｯﾄ (黒ｺﾞﾑ)・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 個 

⑥ -3  ﾜｲﾔｰﾅｯﾄｺﾈｸﾀｰ・・・・・・・・・・・・・・・・4 個 

⑥ -4 配線止め金具 (粘着式)・・・・・・・・・・・・・・・・10 個 

⑥ -5 両面ｼｰﾄ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 枚 

 

 

 

(部品や仕様の変更はございます) 

 

(2) 



 

 

(部品や仕様の変更はございます) 

 

ご注意・・・ 

 配線及び結線に付きましては、ある程度 

組み立てた状態で、入っております。 

 
(上記画像はｲﾒｰｼﾞになります。設置の高さ等は【2,取付け方法】をご確認下さい) 

(3) 



 

その他使用工具(予めお客様でご用意ください) 

(1) (電動･充電･ｴｱｰ)ﾄﾞﾘﾙ 6.5mm 程度 

(2) ｶｯﾀｰﾅｲﾌ 

(3) ﾆｯﾊﾟｰﾍﾟﾝﾁ 

(4) +ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

(5) ﾓﾝｷｰﾚﾝﾁ 

お客様でのご準備(予めお客様でご準備ください) 

(1) ①脱臭剤噴霧装置本体までのｴｱｰﾎｰｽ(圧縮空気)、6.5mm ｳﾚﾀﾝﾎｰｽ用ｼﾞｮｲﾝﾄが 

必要です。 

(2) ②ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽには 100V 電源が必要ですので近くのｺﾝｾﾝﾄを確認して 

おいて下さい。(必ず 100V をご使用下さい！！電磁弁は 100V 仕様ですの

で、200V を使用すると電磁弁が発火の恐れがあります！！) 

 

2,取付け方法 
1, まずは、①脱臭剤噴霧装置本体の取付け位置を決めます。 

  排気ﾌｧﾝから約 1m 位、排出出口側に離した所で、曲ﾀﾞｸﾄより 1.5m 手前の

所に④20ℓﾎﾟﾘﾀﾝｸ設置場所も考慮に入れ、ﾀﾞｸﾄ中心に印を付ける。 

(穴を開ける為のｾﾝﾀｰﾏｰｸ) 

   

【注意】●上記条件で曲ﾀﾞｸﾄに当る場合は、曲ﾀﾞｸﾄのうしろ直ぐの所に設   

置して下さい。(前ﾍﾟｰｼﾞ図参照) 

●①脱臭剤噴霧装置本体の取付け高さは、④20ℓﾎﾟﾘﾀﾝｸを置く場所が 

決まれば、④20ℓﾎﾟﾘﾀﾝｸ下部より約 1m 前後、上に設置して下さい。

(離し過ぎると吸込まなくなり、近すぎると出過ぎる場合があります) 

    ●必ず①脱臭剤噴霧装置本体の取付け位置が④20ℓﾎﾟﾘﾀﾝｸ口位置より

低い位置にしないで下さい。 

 

2, 上記場所が決まれば、ﾄﾞﾘﾙにｾｯﾃｨﾝｸﾞした⑥-1 28mm ﾎﾙｿｰでﾀﾞｸﾄに 28mm 

の穴を開けて下さい。 

【注意】●ﾄﾞﾘﾙ作業には十分注意し、高所の場合、足元にご注意ください。  

(4) 



 

3, 開けた穴に⑥-2 ｸﾞﾛｽﾒｯﾄ(黒ｺﾞﾑ)をはめ込み、しっかりｾｯﾄして下さい。 

 

【注意】●⑥-2 ｸﾞﾛｽﾒｯﾄ(黒ｺﾞﾑ)をはめ込む時、指などをｹｶﾞしないで下さい。

(開けた穴周りは、大変切れやすくなっています) 

 

 

 
(5) 



 

4, ①脱臭剤噴霧装置本体に③電気配線ｺｰﾄﾞを取付け、準備して頂いたｴｱｰﾎｰｽ 

をつなぎ込みます。 

  

 

 

【注意】●先に①脱臭剤噴霧装置本体の、(2)吸上ﾎｰｽ接続ｼﾞｮｲﾝﾄに(11)脱臭剤

吸上ﾎｰｽを差し込み、ﾅｯﾄを締めて下さい。(手締めで構いません     

が、少し緩いようでしたらﾓﾝｷｰﾚﾝﾁで軽く締め込んで下さい(締め込

み過ぎるとﾎｰｽが潰れて吸い込まなくなるので注意)。 

 

 (6) 



 

●次に④20ℓﾎﾟﾘﾀﾝｸの小口ｷｬｯﾌﾟを外し、ｷｬｯﾌﾟ中央の穴に(11)脱臭剤吸

上ﾎｰｽを差し入れてからｾｯﾄして下さい。 

 

 4-1 準備して頂いたｴｱｰﾎｰｽに 6.5mm ｳﾚﾀﾝﾎｰｽ用ｼﾞｮｲﾝﾄを取付け、(8)ｴｱｰ取入 

口につなぎ、ﾓﾝｷｰﾚﾝﾁで締め込んで下さい。 

 

【注意】●ここでは、まだ圧縮ｴｱｰは入れないで下さい。 

 

 4-2-1 (3)電磁弁本体に付属する(9)電磁弁ｺｰﾄﾞに、③電気配線ｺｰﾄﾞを⑥-3 ﾜｲﾔｰ

ﾅｯﾄｺﾈｸﾀｰを使用してつなぎ込みます。 

 

 

 

(③電気配線ｺｰﾄﾞは色変更有) 

 

 

   4-2-2 (9)電磁弁ｺｰﾄﾞと③電気配線ｺｰﾄﾞの剥き出し導線をまとめて、⑥-3

ﾜｲﾔｰﾅｯﾄｺﾈｸﾀｰに上記写真のように入れ、回すと固定されます。 

 

(7) 



 

【注意】●③電気配線ｺｰﾄﾞは配線が終わるまで切らないで下さい。また、電 

線を剥く時はｹｶﾞをしないで下さい。 

 

5, 準備が出来たら、3 で用意した穴に①脱臭材噴霧装置本体の(1)噴霧器先端 

の(10)噴出ﾉｽﾞﾙを入れ、ﾏｸﾞﾈｯﾄで固定して下さい。 

 

6, ②ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽをﾌﾞｰｽの制御盤近くの場所から便利な場所に設置する為、目安 

場所を決めて印を付けて下さい。 

 

7,  4 でつないだ③電気配線ｺｰﾄﾞを②ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽの目安場所まで伸ばし、 

要所要所には⑥-4 配線止め金具(粘着式)をして固定して下さい。 

そして、②ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽまで伸ばした③電気配線ｺｰﾄﾞは少し長めに余裕を 

取っておきます。 

 

【注意】●配線はなるべく高い所で目立たない所を這わして下さい。決して稼

働物の付近には配線しないで下さい。 

 

8, ②ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽに①脱臭剤噴霧装置本体からの③電気配線ｺｰﾄﾞをつなぎ込みま 

す。 

 

 

写真 1                              写真 2 

 

 

 

 

 

(8) 



 

 

写真 3                             写真 4 

 

 

写真 5 

 

 

   8-1 ②ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽから出ている配線ｺｰﾄﾞの端を写真 1,2,3 のようにｶｯﾀｰ、ﾍﾟﾝ

ﾁを使い被覆を剥き電線内の導線を出します。 

   8-2 被膜を剥き出した電線内と①脱臭剤噴霧装置本体からの③電気配線ｺ-ﾄﾞ

を 2 本とも⑥-3 ﾜｲﾔｰﾅｯﾄｺﾈｸﾀｰで結束します。 

 

【注意】●差し込んだｺｰﾄﾞがすぐに抜けないか軽く引っ張ってﾃｽﾄして下さ

い。 

 

9, 完成した②ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽの裏面に付属の両面ｼｰﾄを張り付け、②ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽの 

目安場所に張り付けて下さい。 

 

 

 

(9) 



 

3,調整作業 
1, ②ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽから出ている 100V 用差込みﾌﾟﾗｸﾞをｺﾝｾﾝﾄに差し込み②ｽｲｯﾁ 

ﾎﾞｯｸｽのｽｲｯﾁを入れます。②ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽのﾊﾟｲﾛｯﾄﾗﾝﾌﾟが点灯するか、ご確 

認下さい。またその時、ﾀｲﾏｰが作動するかご確認下さい。 

 

 

【【注意】●ﾀｲﾏｰは 30 分以上回して下さい。実作業で 30 分以内の場合は一度

30 分以上回してから合わせて下さい。 

     ｾﾞﾝﾏｲ式ﾀｲﾏｰですので直接短い分数(30 分以内)を合わせた場合、誤

作動する場合があります。 

 

2, 電源を点けたまま、①脱臭剤噴霧装置本体につないだｴｱｰﾎｰｽに圧縮ｴｱｰを入

れて下さい。その時、①脱臭剤噴霧装置本体の(1)噴霧器先端からｴｱｰが流れ

たままの状態となります。(ここでは液剤のｾｯﾄをしないで下さい) 

 

3, 上記の状態で①脱臭剤噴霧器装置本体の(5)空気圧力計の指針を 0.15～

0.2MPa に合わせるように(4)ｴｱｰ流量調整器で調整して下さい。 

(10) 

 



【注意】●ここでの空気圧力は、ｴｱｰが流れている時の圧力となりますので、

今後の調整に付きましても、(4)ｴｱｰ流量調整器で調整して下さい。 

     また、噴霧量が多すぎた場合は、ﾀﾞｸﾄの下等から消臭液が漏れて 

くる場合があります。 

その場合は使用圧力を下げて調整して下さい。 

 

4, ②ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽのｽｲｯﾁを切って下さい。これで、調整作業は終わりです。 

 

【注意】●電源と圧縮ｴｱｰの供給はこのままにしておいて下さい。試運転作業

を続けて行います。 

 

4,試運転作業 
1, ④20ℓﾎﾟﾘﾀﾝｸ容器に 19ℓの水を入れます。そこに⑥脱臭剤原液を 650cc 

入れます。 

 

【注意】●これで⑥脱臭剤原液が約 30 倍に薄められた事になります。 

 

2, 用意した脱臭剤の入った④20ℓﾎﾟﾘﾀﾝｸ容器の小口ｷｬｯﾌﾟに 

①脱臭剤噴霧装置本体につないだ⑤脱臭剤吸上ﾎｰｽを差し込み、安定の 

良い場所に設置して下さい。 

 

【注意】●④20ℓﾎﾟﾘﾀﾝｸは①脱臭剤噴霧装置本体設置場所から、下に約 1m 前

後の高さで設置して下さい。(離し過ぎると吸込まなくなり、逆に近

すぎると出過ぎる場合があります)また、水を入れている為、約

20kg の重さとなりますので設置場所には十分注意して下さい。 

 

3, 塗装ﾌﾞｰｽの排気ﾀﾞｸﾄﾌｧﾝを作動させた後、①脱臭剤噴霧装置本体の 

②ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽのｽｲｯﾁを入れ、作動を確認して下さい。 

 

4, 排気ﾀﾞｸﾄ外部排出口の臭いのご確認をして下さい。 

 

5, 約 15 分以上作動し、②ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽのｽｲｯﾁを切り、塗装ﾌﾞｰｽの排気ﾀﾞｸﾄﾌｧﾝ 

   を切って下さい。 

(11) 



6, 全ての電源が切れている状態で、塗装ﾌﾞｰｽの排気ﾀﾞｸﾄﾌｧﾝの下部を点検し 

脱臭液剤が、しみ出していないか確認して下さい。 

【注意】●しみ出ている場合は、調整作業 3,での空気圧力を下げて下さい。 

●上記 4,で臭いがまだ気になる場合は、上記 1,希釈を 15~25 倍の

希釈で、もう一度ご確認宜しくお願いします。

7, 全ての項目で OK であれば、これで試運転作業は終わりです。 

5,実作業運転 
1, 塗装ﾌﾞｰｽをお使いの時は、必ず作動させて下さい。特に塗装時には多量の 

臭気が発生しますので、排気ﾌｧﾝ作動時は必ず作動させて下さい。 

2, 脱臭剤は 1週間に 1度確認点検し、液剤の補充を心掛けて下さい、液剤が 

なくなる場合があります。 

(12)



簡易型消臭スプレーシステム 

  ビニールブースに取付ける場合のポイント 

 

 

 

 

                    取付け位置 

 

 

ブース内側             排気ファン 

 

                    スパイラルダクト 

排気フィルター 

                  

                   ① 

 

 

 

 

 

 

１．排気ファンＢＯＸの①の場所(排気ファンの中央の高さで、なるべく排気フ

ィルター側に穴をあけます。)に付属のホルソーで穴をあけます。 

２．あけた穴に、グロメット(ｺﾞﾑ輪)をはめて下さい。 

３．消臭機本体の空気キャップ部をグロメットの中に入れて、本体のマグネッ

トで取り付け固定します。 

４．本体エアー圧力は、ビニールブースの場合、排気ファンが１馬力の場合が

多いので、0.015～0.02Mp(0.15～0.2kg/c ㎡ )程度で使用してください。 

５．噴霧量が多すぎた場合は、ファンＢＯＸ内に消臭液が漏れてくる場合が有

ります。その場合は使用圧力を下げて調整して下さい。 
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